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(54)【発明の名称】 アクティブマトリクス型液晶表示パネルおよびその製造方法

(57)【要約】
【課題】走査配線上の絶縁膜にピンホール等の欠損が存
在する場合でも黒点むらが発生しない液晶表示装置およ
びその製造方法を提供する。
【解決手段】マトリックス状に配置された複数の直線状
の信号配線及び走査配線と、これらの各交差点に対応し
て設けられた一つ以上のスイッチング素子と、これに接
続された画素電極と、前記画素電極と咬合するように形
成された共通電極及び走査配線電極または信号配線電極
と画素電極を絶縁膜を介して重ね合わせて形成された蓄
積容量部15を有する第１の基板1aと、第１の基板1aの電
極面を内側にして対向配置された第２の基板1bと、前記
第１および第２の基板間に挟持されたネマティック液晶
22とを有する液晶表示パネルにおいて、蓄積容量部15が
直接ネマティック液晶22と接するよう形成する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  マトリックス状に配置された複数の直線
状の信号配線及び走査配線と、前記信号配線と走査配線
の各交差点に対応して設けられた一つ以上のスイッチン
グ素子と、前記スイッチング素子に接続された画素電極
と、前記画素電極と咬合するように形成された共通電極
及び走査配線電極または信号配線電極と画素電極を絶縁
膜を介して重ね合わせて形成された蓄積容量部を有する
第１の基板と、前記第１の基板の電極面を内側にして前
記第１の基板と対向配置された第２の基板と、前記第１
および第２の基板間に挟持されたネマティック液晶とを
有する液晶表示パネルにおいて、
前記蓄積容量部が直接ネマティック液晶と接しているこ
とを特徴とするアクティブマトリクス型液晶表示パネ
ル。
【請求項２】  画素内の蓄積容量部を除く領域のみ絶縁
膜と配向膜を形成した請求項１に記載のアクティブマト
リクス型液晶表示パネル。
【請求項３】  マトリックス状に配置された複数の直線
状の信号配線及び走査配線、前記信号配線と走査配線の
各交差点に対応して設けられた少なくとも一つ以上のス
イッチング素子と、前記スイッチング素子に接続された
櫛型状の画素電極と、前記画素電極と咬合するように形
成された櫛型状の共通電極及び走査配線電極または信号
配線電極と画素電極を絶縁膜を介して重ね合わせて形成
された蓄積容量部を有する第１の基板と、前記第１の基
板の電極面を内側にして前記第１の基板と対向配置され
た第２の基板と、前記第１および第２の基板間に挟持さ
れたネマティック液晶とを有する液晶表示パネルの製造
方法において、
前記蓄積容量部上の少なくとも一部の絶縁膜をフォトエ
ッチングを除去することにより、蓄積容量部を直接ネマ
ティック液晶と接触させたことを特徴とするアクティブ
マトリクス型液晶表示素子の製造方法。
【請求項４】  前記フォトエッチングでパターンニング
する際、同時に画素内の蓄積容量部を除く領域のみ絶縁
膜と配向膜を設ける請求項３に記載のアクティブマトリ
クス型液晶表示素子の製造方法。
【請求項５】  アクティブマトリクス型液晶表示素子の
配向膜形成の工程において、感光性ポリイミドを用い、
マスクを介し、パターンニングすることにより画素内の
蓄積容量部を除く領域のみ絶縁膜と配向膜を設ける請求
項３に記載のアクティブマトリクス型液晶表示素子の製
造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、オーディオ・ビジ
ュアル機器、およびパソコンやワープロなどの平面ディ
スプレイに使用される液晶表示パネル、特に表示特性に
視野角依存性の少ない横電界印加型のアクティブマトリ
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クス型液晶表示パネルの製造方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】一般的な横電界方式の液晶表示パネルは
櫛形状の画素電極と共通電極が咬合された電極基板と対
向基板に液晶が挟持されたパネルを２枚の偏光板で挟ん
だ構造をしている。そして、画素電極と共通電極間に電
圧を印加することによって、電極間の液晶の分子配列を
平面的に変化させ、光の透過率を変調し画像を表示す
る。この横電界方式では液晶分子の配列変化が電極基板
に対して平行に変化することから、光の変調の視野角依
存性が少なく、高品位の液晶表示パネルが得られる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、この横
電界方式のアクティブマトリクス型液晶表示パネルを連
続して使用していると、黒い点状に見える表示むらが発
生する場合がある。この黒点状のむらは、表示品位を低
下させるために非常に問題である。黒点状のむらは画素
電極、信号配線電極の保護膜のクラック部分で電気化学
反応が起こり、イオン性物質が生成することによって液
晶層の電圧保持率が低下して発生する。そして、保護膜
の厚みを電極厚みに比べて厚くする、または有機高分子
の保護膜を形成することで、黒点むらを解消できる。
【０００４】しかし、本発明者らが黒点むらの発生原因
に関して検討した結果、黒点むらはピンホール等により
走査配線電極が誘電体保護膜（絶縁膜）を介さずに、直
接液晶に接した場合にのみ発生することを見出した。一
方、信号配線電極や画素電極、共通配線電極上の誘電体
保護膜にピンホール等の欠陥が存在し、液晶が直接これ
らの電極に接した場合でも黒点むらは発生しない。した
がって、黒点むらを防ぐためには、走査配線上の保護膜
をピンホールフリーの完全な膜にすれば良いことは明ら
かであるが、大面積の液晶ディスプレイにおいて、ピン
ホールフリーを実現することは困難である。
【０００５】本発明は、前記従来の問題を解決するた
め、走査配線上の絶縁膜にピンホール等の欠損が存在す
る場合でも黒点むらが発生しない液晶表示装置およびそ
の製造方法を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するた
め、本発明のアクティブマトリクス型液晶表示パネル
は、マトリックス状に配置された複数の直線状の信号配
線及び走査配線と、前記信号配線と走査配線の各交差点
に対応して設けられた一つ以上のスイッチング素子と、
前記スイッチング素子に接続された画素電極と、前記画
素電極と咬合するように形成された共通電極及び走査配
線電極または信号配線電極と画素電極を絶縁膜を介して
重ね合わせて形成された蓄積容量部を有する第１の基板
と、前記第１の基板の電極面を内側にして前記第１の基
板と対向配置された第２の基板と、前記第１および第２
の基板間に挟持されたネマティック液晶とを有する液晶
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表示パネルにおいて、前記蓄積容量部が直接ネマティッ
ク液晶と接していることを特徴とする。
【０００７】前記パネルにおいては、画素内の蓄積容量
部を除く領域のみ絶縁膜と配向膜を形成したことが好ま
しい。
【０００８】次に本発明方法は、マトリックス状に配置
された複数の直線状の信号配線及び走査配線、前記信号
配線と走査配線の各交差点に対応して設けられた少なく
とも一つ以上のスイッチング素子と、前記スイッチング
素子に接続された櫛型状の画素電極と、前記画素電極と
咬合するように形成された櫛型状の共通電極及び走査配
線電極または信号配線電極と画素電極を絶縁膜を介して
重ね合わせて形成された蓄積容量部を有する第１の基板
と、前記第１の基板の電極面を内側にして前記第１の基
板と対向配置された第２の基板と、前記第１および第２
の基板間に挟持されたネマティック液晶とを有する液晶
表示パネルの製造方法において、前記蓄積容量部上の少
なくとも一部の絶縁膜をフォトエッチングを除去するこ
とにより、蓄積容量部を直接ネマティック液晶と接触さ
せたことを特徴とする。
【０００９】前記方法においては、フォトエッチングで
パターンニングする際、同時に画素内の蓄積容量部を除
く領域のみ絶縁膜と配向膜を設けることが好ましい。
【００１０】またアクティブマトリクス型液晶表示素子
の配向膜形成の工程において、感光性ポリイミドを用
い、マスクを介し、パターンニングすることにより画素
内の蓄積容量部を除く領域のみ絶縁膜と配向膜を設ける
ことが好ましい。
【００１１】
【発明の実施の形態】本発明においては、走査配線電極
上の絶縁膜欠陥部の近傍に、走査配線電極以外の電極、
即ち画素配線電極、信号配線電極、共通配線電極の少な
くとも一部が直接に液晶組成物と接している部分を設け
ることで、黒点むらの発生が抑制される。この理由は以
下のように考えられる。
【００１２】すなわち、黒点むらの発生原因は、ほとん
どの期間は負電位となっている走査配線電極の絶縁膜欠
損部から液晶層へ電子注入が起こりイオン（アニオン）
が生成することが原因と考えられる。走査配線電極に対
して正の電位となっている他の電極が誘電体絶縁膜で覆
われている場合には、生成したイオンは中和されること
がないため欠陥部近傍の液晶中のイオン濃度が高くな
り、電圧保持率が低下して黒く見える。これを模式的に
表したのが図１（ａ）である。図１（ａ）において、１
ａは基板、１０はゲート電極、１５は蓄積容量、２０は
絶縁膜である。
【００１３】しかし、他の電極が露出している場合に
は、露出部分で再び電子を電極に与えることができるた
め、絶縁膜欠陥部近傍のイオン濃度はあまり増大せず、
電圧保持率の低下が小さいため、黒点むらの発生を抑制
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できるのである。これを模式的に表したのが図１（ｂ）
である。
【００１４】したがって、黒点むら課題を解決するため
には、負極性の走査配線電極の絶縁膜欠損部近傍に正極
性となる別の電極の露出部分を形成すればよい。そのた
めに、本発明では具体的に以下の手段を用いる。
【００１５】マトリックス状に配置された複数の直線状
の信号配線及び走査配線、前記信号配線と走査配線の各
交差点に対応して設けられた少なくとも一つ以上のスイ
ッチング素子、前記スイッチング素子に接続された櫛型
状の画素電極、前記画素電極と咬合するように形成され
た櫛型状の共通電極、及び、走査配線電極または信号配
線電極と画素電極を絶縁膜を介して重ね合わせて形成さ
れた蓄積容量部を有する第１の基板と、前記第１の基板
の電極面を内側にして前記第１の基板と対向配置された
第２の基板と、前記第１および第２の基板間に挟持され
たネマティック液晶とを有する液晶表示パネルにおい
て、マスクを介したフォトエッチングでパターンニング
することにより画素内の蓄積容量部を除く領域のみ絶縁
膜と配向膜を設けることにより達成される。
【００１６】ここで、画素内の蓄積容量部を除く領域に
設ける絶縁膜としては、窒化珪素、二酸化珪素などが挙
げられるが、特にこれらに限定されるものではない。ま
た、画素内の蓄積容量部を除く領域に設ける手段として
は、感光性ポリイミドを基板の画素全面に塗布、マスク
を介し感光性ポリイミドを露光、現像し蓄積容量部のポ
リイミドを除く方法が好ましい。
【００１７】また、画素内の蓄積容量部を除く領域に設
ける絶縁膜は50～1500nmの膜厚であることが好ましく、
画素内の蓄積容量を除く領域に設ける配向膜は10～1000
nmの膜厚であることが好ましい。
【００１８】以下、本発明による液晶表示パネルおよび
その製造方法について図面を参照しながら説明する。
【００１９】
【実施の形態１】対角15.2インチ、アスペクト比16：
9、解像度が縦768×横1364RGBの横電解方式のアクティ
ブマトリクス型液晶表示パネルを以下のようにして作製
した。図２は本発明の実施の形態１の液晶表示パネルの
蓄積容量部の構成断面図、図３は同液晶表示パネルの信
号配線電極、共通電極、及び画素電極の構成断面図であ
る。図４は同液晶表示パネルの構成平面図である。図４
中、Ｉ－Ｉ線の断面図が図２であり、II-II線の断面図
が図３である。
【００２０】本実施例では基板1aと基板1bとの間に、基
板面に対して平行方向に液晶分子が配向したネマティッ
ク液晶２２を挟持している。一方の基板1aの内側面に
は、平行に配置し相互に短絡した複数の共通電極13と、
各共通電極13に対して表示領域を挟んで平行に配置した
画素電極14と、窒化珪素膜20上に配置され蓄積容量部15
に接続された薄膜トランジスタ（スイッチング素子）12
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と、窒化珪素膜20上に配置され薄膜トランジスタ12を介
して画素電極15に信号を供給するソース電極（信号配線
電極）11と、窒化珪素膜20上に配置され薄膜トランジス
タ12のスイッチング制御を行うゲート電極10(走査配線
電極)を設けている。
【００２１】そして、例えば図３に示す一対の基板1a,1
bの両外側には、図５に示すように、互いの偏光軸7a,7b
が直交する一対の偏光板8a,8bを備え、図３に示す電極1
3,14間に電圧を印加するようにしている。また、液晶分
子の長軸方向が電極11,14と略平行となるように、ラビ
ング処理を施したポリイミド配向膜3a,3bを基板1a,1b上
に設けている。
【００２２】このように構成される液晶表示パネルの製
造方法を説明する。まず、透明なガラス基板1a上にクロ
ムを蒸着し、フォトエッチングによりゲート電極10、及
び共通電極13を形成した。次にゲート絶縁膜として二酸
化珪素と窒化珪素をプラズマCVD法により350nmの厚さに
形成し、さらにアモルファスシリコン層を約100nmの厚
さに形成した。このアモルファスシリコン層をフォトエ
ッチングして、薄膜トランジスタ12を形成した。次に約
250nmのアルミニウム膜を蒸着により形成しフォトエッ
チングによりソース電極11、画素電極14及び蓄積容量部
15を形成し、窒化珪素膜をプラズマCVD法により800nm設
けた。さらに、蓄積容量部上の窒化珪素膜をフォトエッ
チングにより除いた。
【００２３】なお、この実施例では図３のように断面か
ら見た基板1a上の電極11の幅はそれぞれ4μm、高さは25
0nmである。また、図２の電極10も同様に幅4μm、高さ2
50nmである。
【００２４】図３に示す電極14は幅2μm、高さ250nmで
あり、電極13は高さが250nmで、電極14との間隔が10μm
になるように形成した。
【００２５】また、図２のように断面から見た基板1a上
の蓄積容量部15は幅4×26μm、高さ250nmである。
【００２６】そして、電極の形成された基板1aの全面に
感光性ポリイミド配向膜3aを印刷法により塗布し乾燥さ
せた後、マスクを介し、露光、現像処理を行い、220℃
で硬化させ、蓄積容量部を除く表示領域に配向膜を形成
した。さらに、レーヨン布を用いて、電極11,14とおお
よそ平行な方向にラビング処理を行った。もう一方のカ
ラーフィルター基板1bにも、ポリイミド配向膜3bを塗布
し、硬化乾燥させた後、レーヨン布を用いてラビング処
理を行った。この時のラビング処理方向は、電極1aと貼
り合わせたときに、液晶分子がホモジニアス配向になる
ような方向で行った。さらに、カラーフィルター基板1b
上に粒経3.4μmのガラスビーズを分散した。なお、感光
性ポリイミド配向膜3a,3bには東レ製のLP-54を用いた。
また、硬化後の膜厚は800nmである。
【００２７】これらの、電極が形成された基板1aと、も
う一方のガラスビーズが分散されたカラーフィルター基
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板1bとを、電極10、11、13、14等を形成した面を内側に
して貼り合わせ、ネマティック液晶22（メルク社製の商
品名「ZLI-2806」）を間隙に注入して封口し、液晶表示
パネル１を得た。なお、この液晶表示パネルの基板1aと
1b間の間隙は3.4μmであった。
【００２８】次に、図５に示すように、液晶表示パネル
１の外側の一方の面に、ラビング方向6と略平行となる
ように偏光軸7aを設定した入射側偏光板8aを設け、もう
一方の面には、偏光軸7bが入射偏光板8aの偏光軸7aと直
交するように出射側偏光板8bを設けた。
【００２９】この液晶表示パネル１の走査配線電極上に
YAGレーザーを光源とするレーザー光を照射し、強制的
に絶縁膜の欠陥部を形成した。続いて駆動回路を接続
し、60℃の雰囲気温度中で1000時間、連続駆動させて
も、走査配線電極上の絶縁膜の欠損部分から黒点むらの
発生が認められなかった。この評価結果を図７にまとめ
て示す。
【００３０】
【比較例１】配向膜として2,2-ビス[4-(p-アミノフェノ
キシ)フェニルプロパン]とピロメリット酸二無水物から
なるものを用い、図６に示すようにフォトエッチングを
行わずに蓄積容量部を開口させずに配向膜を形成した以
外には実施の形態１と同様な方法で液晶表示パネル２を
作成した。
【００３１】この液晶表示パネル２の走査配線電極上に
YAGレーザーを光源とするレーザー光を照射し、強制的
に絶縁膜の欠陥部を形成した。続いて駆動回路を接続
し、60℃の雰囲気温度中で500時間、連続駆動させたと
ころ、走査配線電極上の絶縁膜の欠損部分から直径0.2m
mφ程度の黒点むらが発生した。直径が0.2mmφ以下であ
れば画素の大きさよりも小さく許容レベルと言える。さ
らに1000時間まで、連続駆動させたところ図７に示すよ
うに、黒点ムラが0.5mmφ程度に成長した。
【００３２】
【比較例２】図８に示すように蓄積容量部上の窒化珪素
膜をフォトエッチングにより開口させないこと以外には
比較例１と同様な方法で液晶表示パネル３を作成した。
【００３３】この液晶表示パネル２の走査配線電極上に
YAGレーザーを光源とするレーザー光を照射し、強制的
に絶縁膜の欠陥部を形成した。続いて駆動回路を接続
し、60℃の雰囲気温度中で100時間、連続駆動させたと
ころ、走査配線電極上の絶縁膜の欠損部分から0.5mmφ
程度の黒点むらが発生した。さらに連続駆動を続けたと
ころ図７に示すように黒点ムラ成長を続け、最終的に連
続駆動1000時間で、黒点ムラが3.5mmφ程度に達した。
【００３４】
【発明の効果】以上のように、本発明によれば、横電界
型の液晶表示パネルにおいて、蓄積容量部の絶縁膜をフ
ォトエッチングにより除去し、感光性ポリミドを用い、
蓄積容量部を開口して配向膜を設ける場合、走査配線電
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極上に絶縁膜欠落部分が存在しても黒点むらの発生を抑
制できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の黒点むら発生メカニズムを示す説明図
であり、（ａ）はその発生原因、（ｂ）は発生の抑制手
段のメカニズムの説明図
【図２】本発明の実施の形態１の液晶表示パネルの第１
の基板の蓄積容量部の断面図
【図３】同、液晶表示パネルの信号配線電極、共通電
極、及び画素電極の構成断面図
【図４】同、液晶表示パネルの第１の基板の電極形成の
平面図
【図５】同、液晶表示パネルに偏光板を貼り合わせた場
合の構成を示した概略斜視図
【図６】本発明の比較例１の第１の基板の蓄積容量部の
断面図
【図７】本発明の実施の形態及び比較例の液晶表示パネ
ル１、２及び３の黒点ムラの発生の様子を示したグラフ*
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*【図８】本発明の比較例２の第１の基板の蓄積容量図の
断面図
【符号の説明】
1a,1b  基板
3a,3b  ポリイミド配向膜
6  ラビング方向
7a,7b  偏光軸
8a,8b  偏光版
9  基板法線方向
10  ゲート電極(走査配線)
11  ソース電極(信号配線)
12  薄膜トランジスタ
13  共通電極
14  画素電極
15  蓄積容量
20  窒化珪素膜(絶縁膜)
21  走査配線電極上の絶縁膜欠落部分
22  ネマチック液晶

【図１】 【図２】

【図３】

【図５】
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